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会計別予算額と前年度比較（金額は千円以下を四捨五入）

会　計　名 ２２年度当初 21 年度当初 増減率

一 般 会 計 199億3,000万円 211億6,000万円 △ 5.8 %

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定） 41億8,830万円 40億6,446万円 3.1 %
後期高齢者医療 4億2,463万円 3億9,513万円 7.5 %
老人保健医療事業 303万円 582万円 △ 47.9 %
介護保険（介護サービス事業勘定） 1億8,377万円 3億2,477万円 △ 43.4 %
介護保険（保険事業勘定） 27億7,902万円 26億4,994万円 4.9 %
簡易水道事業 9億5,200万円 8億3,810万円 13.6 %
下水道事業 27億5,900万円 32億4,790万円 △ 15.1 %
国民健康保険事業（診療施設勘定） 3億6,651万円 4億1,809万円 △ 12.3 %
下呂財産区 712万円 2,462万円 △ 71.1 %
竹原財産区

　
 

64万円

皆減

上原財産区 105万円
中原財産区 138万円
金山町金山財産区 36万円
金山町下原財産区 806万円
金山町東財産区 14万円

小　　計 116億6,338万円 119億8,044万円 △ 2.7 %

企
業
会
計

水道事業 6億0,415万円 9億9,963万円 △ 39.6 %
下呂温泉合掌村事業 3億7,933万円 4億8,974万円 △ 22.5 %
金山病院事業 14億0,898万円 13億8,565万円 1.7 %

小　　計 23億9,247万円 28億7,503万円 △ 16.8 %
合　　計 339億8,584万円 360億1,547万円 △ 5.6 %

　

平
成
22
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
１
９
９
億
３
千
万

円
で
、
前
年
度
当
初
比
５
・
８
％

減
。
２
年
連
続
で
予
算
規
模
が
縮

小
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
・

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
、
３
３
９
億
８
５
８
４
万
円
（
同

５
・
６
％
減
）
で
す
。

　

市
税
の
減
少
や
地
方
交
付
税
の
特

例
措
置
終
了
な
ど
将
来
の
財
政
を
見

据
え
、歳
出
削
減
に
努
め
る
一
方
で
、

22
年
度
か
ら
５
年
間
の
「
第
一
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
や
行
政
改

革
の
実
施
計
画
策
定
に
基
づ
く
「
合

理
化
計
画
」
に
沿
っ
て
“
選
択
と
集

中
”
を
図
り
、
予
算
を
編
成
。
子
育

て
支
援
や
観
光
施
策
に
重
点
配
分
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」「
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」「
信
頼
で
き
る
市
政
運
営
」
を

施
策
の
柱
に｢

元
気
な
下
呂
市
を
持

続
さ
せ
る
た
め
の
予
算｣

と
し
ま
し

た
。

総
額
で
前
年
比
５・６
％
減
に将

来
を
見
据
え

　
　
『
選
択
と
集
中
』

平成 22 年度下呂市予算は約 340 億円平成 22 年度下呂市予算は約 340 億円

財産区の財産を各 
地縁法人へ移管し
たため廃止となり
ました。
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子
育
て
支
援
や

　

観
光
施
策
に
重
点

【一般会計】市の基本的な事業に関する会計です。
【特別会計】特定の事業を行う場合に、その経理
を他の会計と区別するため、法律や条例に基づい
て設置している会計です。
【国民健康保険事業特別会計（事業勘定）】市が保険
者となって運営する国民健康保険事業を運営する
ための会計です。
【後期高齢者医療特別会計】75歳以上の高齢者を
対象とした医療保険制度を運営するための会計で
す。
【老人保健医療事業特別会計】後期高齢者医療制
度のスタートにより役割を終えた老人保健医療を
整理するための会計です。
【介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）】小坂
老人保健施設の運営と、居宅予防サービス計画を
行うための会計です。
【介護保険特別会計（保険事業勘定）】市が保険者と
なって運営する介護保険事業を運営するための会
計です。

【簡易水道事業特別会計】給水人口が5,000人以
下の水道事業を運営するための会計です。（市内
に25施設）
【下水道事業特別会計】下水道事業を運営するた
めの会計です。（市内に21施設）
【国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）】小坂
診療所を運営するための会計です。
【下呂財産区特別会計】下呂財産区の財産を管理
するための会計です。
【企業会計】独立採算制を原則とする企業的な性
格を持った事業を行う場合に、地方公営企業法の
適用を受けて行う会計です。
【水道事業会計】給水人口が5,001人以上の水道
事業を運営するための会計です。（旧下呂町の下
呂地区）
【下呂温泉合掌村事業会計】下呂温泉合掌村を運
営するための会計です。
【金山病院事業会計】金山病院を運営するための
会計です。

用語解説

平成 22 年度下呂市予算は約 340 億円平成 22 年度下呂市予算は約 340 億円

　

市
立
新
金
山
病
院
の
平
成
24
年
後

半
の
開
院
を
目
指
し
実
施
設
計
に

着
手
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
で
は
、

第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
、

水み
ず
ぼ
う
そ
う

疱
瘡
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成
を
新
規
に
実
施
し
ま

す
。
ま
た
低
所
得
世
帯
の
高
校
生
を

対
象
に
し
た
育
英
資
金
を
新
設
し
ま

す
。

　

学
校
の
耐
震
補
強
事
業
で
は
、
引

き
続
き
下
呂
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

に
取
り
組
む
ほ
か
、
新
た
に
竹
原
小

学
校
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

厳
し
い
地
域
経
済
に
配
慮
し
、
中

小
企
業
支
援
策
と
し
て
融
資
制
度
の

充
実
や
雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
を
創

設
、
失
業
者
対
策
と
し
て
雇
用
創
設

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
１
５
０
万
人

誘
致
を
目
標
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事

業
の
強
化
や
誘
客
宣
伝
な
ど
観
光
振

興
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
国
内
の
観
光
客
誘
致
を

強
化
す
る
た
め
に
名
古
屋
事
務
所
に

続
き
東
京
事
務
所
を
設
置
し
、
職
員

１
人
を
配
置
し
ま
す
。
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一
般
会
計
の
総
額
は

�

１
９
９
億
３
千
万
円

市税
4６億４千万円
２３．３%

自主財源
37.3%

依存財源
62.7%

繰入金
９億円
４．５%

諸収入
９億５千万円
４．８%

使用料・手数料
3億 7千万円
1.９%

繰越金
3億円
1.５%

その他
2億 5千万円
1.3%

地方交付税
7４億円
3７．１%

市債
19億 9千万円
1０．０%

国・県支出金
2３億７千万円
1２．０%

地方消費税交付金
3億６千万円
1.８%

その他
1億４千万円
0.７%

地方譲与税
2億 1千万円
1.1%

市税の
内訳

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

市民税
1３億９千万円
3０.0%

固定資産税
28億３千万円
６１．０%

軽自動車税
7千万円
1.6%

入湯税
1億４千万円
3.2%

たばこ税
１億９千万円
4.2%

目的別

性質別

義務的経費
45.5%

投資的経費
9.1%

その他　
の経費

45.4%

人件費
42億 9千万円
21.5%

公債費
30億 6千万円
15.4%

扶助費　　　
17億円
8.6%普通建設事業費

18億円
9.1%

物件費
32億 1千万円
16.1%

　繰出金
30億 8千万円
15.4%

　補助費等
　 13億円
　　6.5%

その他　8億 9千万円　4.6%維持補修費
5億 6千万円
2.8%

土木費
11.3%

民生費
22.1%

総務費
12.4%

教育費
9.3%

公債費
15.4%

農林水産業費
　8.3%

衛生費
　8.8%

消防費
　4.5%

商工費
　6.8%

議会費
　0.7%

諸支出金ほか
0.2%

労働費
　0.2%

※すべての円グラフで、金額は 100万円
　以下を切り捨てています。
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歳　

入

　

一
般
会
計
の
歳
入
を
性
質
別
に
み

る
と
、
自
主
財
源
が
37
・
３
％
に
対

し
、
依
存
財
源
は
62
・
７
％
と
な
り

ま
す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
と
な
る
市
税

は
、
景
気
低
迷
の
影
響
で
個
人
市
民

税
で
13
・
３
％
減
、
法
人
市
民
税
で

26
・
２
％
減
の
大
幅
な
落
ち
込
み
を

見
込
み
、
市
税
全
体
で
前
年
度
よ
り

３
億
２
千
万
円
（
６
・
６
％
）
の
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
地
域
活
性
化
・
雇

用
等
臨
時
特
例
費
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
前
年
度
よ
り
１
億
５
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
・
県
支
出
金
で
は
国
の
子
ど
も

手
当
分
（
４
億
４
千
万
円
）
が
増
加

す
る
も
の
の
、
普
通
建
設
事
業
の
減

少
に
よ
り
、
こ
れ
に
係
る
補
助
金
が

減
少
。
ま
た
市
の
借
金
に
あ
た
る
市

債
で
も
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く

建
設
事
業
債
で
６
億
２
千
万
円
（
前

年
度
比
67
・
５
％
）
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

繰
入
金
で
は
、
各
種
目
的
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
を
行
う
一
方
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
前
年
度
よ
り

２
億
６
千
万
円
少
な
い
４
億
９
千
万

円
を
取
り
崩
し
、
財
源
不
足
分
に
充

て
て
い
ま
す
。

【歳入】１年間のすべての収入
【自主財源】自前で収入できるお
金
【依存財源】国や県から交付され
たり、借り入れたりしたお金
【繰入金】各種基金を取り崩して
繰り入れたお金など
【地方交付税】所得税など国が徴
収した税金の中から、市町村の財
政規模に応じて配分されるお金
【市債】公共施設の建設など、市
が一度に多額の出費が必要な場合
に認められる長期の借入金
【国・県支出金】国や県の決めた
ルールにあった仕事をする場合な
どに、必要な費用の一部または全
部が補助されるもの
【地方譲与税】国が徴収した自動
車重量税などから配分されたお金
【歳出】１年間のすべての支出
【義務的経費】法令あるいは性質
上、支出が義務づけられた経費
【投資的経費】道路や建物の建設、
用地の購入など市民の財産として
将来に残るものに支出されるお金
【公債費】借り入れた市債の返済
に充てるお金で、元金の返済金と
その利息
【扶助費】生活保護費や障がい者
への援助費など福祉のためのお金
【物件費】委託料や使用料、光熱
水費、消耗品費、備品購入費、修
繕費など
【繰出金】特別会計への繰出金
【補助費等】各種団体への補助金
や交付金、保険料、謝礼金など
【維持補修費】施設や道路などの
維持補修にかかるお金

歳　

出

　

目
的
別
に
み
る
と
、
子
育
て
支

援
や
中
小
企
業
、
雇
用
支
援
施
策
、

観
光
振
興
施
策
を
重
点
的
に
予
算

配
分
し
た
こ
と
か
ら
、
民
生
費
で

５
・
２
％
、
労
働
費
で
12
・
４
％
、

商
工
費
で
65
・
３
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
は
職
員

数
の
減
少
等
に
よ
り
前
年
度
よ
り

２
億
２
千
万
円
（
５
％
）
減
少
。
扶

助
費
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
給
付

等
に
よ
り
３
億
８
千
万
円
（
28
・

９
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
借

入
金
の
償
還
で
あ
る
公
債
費
は
繰
上

償
還
の
実
施
や
合
併
特
例
債
の
償

還
金
が
年
々
増
え
る
こ
と
な
ど
で

４
億
３
千
万
円
（
16
・
８
％
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
義
務

的
経
費
の
占
め
る
割
合
は
、45
・
５
％

で
前
年
度
よ
り
５
・
５
％
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費（
普
通
建
設
事
業
費
）

は
、
大
型
事
業
の
完
了
や
国
の
補
正

予
算
に
合
わ
せ
22
年
度
予
定
の
事
業

を
21
年
度
に
前
倒
し
で
実
施
し
た
影

響
な
ど
か
ら
、
22
年
度
予
算
で
は
前

年
度
よ
り
25
億
円
（
58
％
）
の
減
と

な
り
、
予
算
規
模
全
体
の
縮
小
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
で
は
、
下
呂
交
流
会
館
の

運
営
・
事
業
に
か
か
る
委
託
料
や
金

山
保
育
園
の
指
定
管
理
委
託
料
な
ど

で
２
億
３
千
万
円
（
７
・
８
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

用語解説

平成22年度下呂市の予算
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滝上牧場整備事業 � 2,850 万円

小川２号線道路改良事業 � 1,060 万円

県道路改良事業負担金負担事業 � 1,900 万円

環境衛生施設整備事業 � 2,290 万円

下呂小学校校舎改築事業 � 2 億 6,780 万円

竹原小学校校舎耐震補強事業 � 940 万円

道路・河川・都市計画・住宅施策
　道路新設・改良 � 4 億 2,034 万円
　
　橋梁長寿命化事業（橋梁点検 80 橋）� 840 万円
★都市計画区域マスタープラン策定 � 802 万円
　木造住宅耐震診断補助ほか � 910 万円
　市道補修事業 � 3 億 942 万円

観光振興施策
　南飛騨下呂温泉コンベンションビューロー負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 3,000万円
★観光戦略強化事業 � 9,800 万円
　小坂の滝めぐりコース整備 � 1,030 万円
　観光客誘致対策 � 1 億 746 万円
★国内観光客誘致促進事業　　　　　　　　　 597万円

★観光戦略基盤整備事業　　　　　　　　　　800 万円
　ふるさとの杜改修事業（下呂温泉合掌村）　� 6,000万円

商工業の振興施策
　事業者向け融資事業 � 6 億 9,304 万円
　
　

　企業立地促進支援 � 1,412 万円

　商店街空き店舗活用支援 � 227 万円

農業振興施策
　獣害防除対策 � 657 万円
　　
★第 30 回豊かな海づくり大会サテライト会場経費
� 317 万円
★農業振興地域整備計画策定　　　　　　　　 367 万円
　滝上牧場の整備等 � 1 億 254 万円
　県営土地改良事業 � 9,476 万円

林業振興施策
　間伐促進事業 � 1 億 7,280 万円
　間伐材搬出利用促進 � 2,000 万円
★木質バイオマス利用促進事業 � 107 万円
　条件不利森林公的整備緊急特別対策 � 286 万円

教育施策
　ぎふ清流国体準備事業 � 879 万円
　情報教育推進事業 � 5,235 万円
　下呂交流会館の管理運営・イベント経費
� 2 億 3,731 万円

元気なまちづくり

　総合計画策定 � 126 万円
　国勢調査 � 1,404 万円
　指定管理者制度の導入（35 施設）� 3 億 8,878 万円
　市債繰上償還（一般会計）� 3 億 2,221 万円

信頼できる市政運営

　廃止保育園の取り壊し（湯屋）� 851 万円
　濁河温泉スキー場施設撤去等 � 2,787 万円
　

その他

合併特例債の使いみち（充当額）

　乗政7号線、小川2号線など7路線

　電気防護柵等設置助成、モンキードッグ養成等

　舗装修繕、側溝修繕、落石防護柵修繕等

　名古屋事務所に続き東京事務所を設置

　1,200万円を3,000万円に増額

　経営安定資金・小口融資資金原資預託金（４億円の増）

　事業所の新設・増設・移設、新規雇用、初期投資に対する助成
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下呂温泉病院・金山病院への対応
　県立下呂温泉病院跡地利用等のための積立 � 1 億円
★金山病院移転新築計画に伴う実施設計等 � 6,426 万円

福祉・健康医療施策
　あさぎりサニーランド等入所措置費 � 1 億 1,875 万円
　市立老人ホーム施設整備 � 1,036 万円
　
　休日診療所の運営 � 2,013 万円
　予防接種の助成 � 4,109 万円
★母子家庭自立支援高等機能訓練促進費給付 � 174 万円

教育環境の整備と子育て支援
　下呂小学校校舎改築と耐震化 � 3 億 7,401 万円
★下呂小学校屋内運動場の耐力度調査委託　　 122万円
★竹原小学校校舎の耐震補強計画及び実施設計 � 998 万円
　小・中学校施設整備 � 2,084 万円
　小中学校の特別支援教育学業支援員配置 � 2,237 万円
　飛騨特別支援学校下呂分校通学バス委託 � 141 万円
　妊婦健康診査の充実 � 3,259 万円
★子育て支援予防接種 � 1,320 万円

環境衛生施策
★環境総合基本計画策定　　　　　　　��������� 860万円
★環境衛生施設の整備計画の策定等 � 4,214 万円
★住宅用太陽光発電システム設置事業助成　　 480万円

消防・防災・防犯対策
★土砂災害警戒区域等ハザードマップ作成 � 787 万円
　消防詰所・消防機庫新築 � 2,609 万円
　
　防火水槽整備（小坂）� 498 万円
　消防・救急デジタル無線整備（実施設計）� 369 万円
　消防自動車等購入 � 1,564 万円

水道・下水道事業
　新浄水場建設（19 ～ 23 年度）� 3 億 8,080 万円
　水道施設遠方監視制御システム整備 � 6,515 万円
　竹原地区水道施設機能強化事業等　　� 1億 3,330 万円
　下水道施設整備 � 5 億 6,145 万円

平成22年度下呂市の予算

安心・安全なまちづくり

平成22年度の主要事業
★は新規事業

　かなやまサニーランド備品購入

　下呂、萩原、竹原、金山処理区

　小型動力ポンプ積載車2台（小坂方面隊）
　小型動力ポンプ（小坂方面隊1台・下呂方面隊１台）

　詰所（萩原・金山方面隊）、機庫（馬瀬方面隊）

改築工事が進む下呂小学校

市立金山病院小児科

　母子家庭の自立に向けた資格取得の費用を支援

　子宮頸がんワクチン接種、水
みずぼうそう

疱瘡・おたふくかぜ等
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平成21年5月28日から6月1日に行われた旅フェア（会場：横浜）



　

国
か
ら
の
交
付
金
で
あ

る
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
は
、
電
源
立
地
地
域
の
活
性

化
と
、
発
電
用
施
設
の
運
転
の
円

滑
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
発
電
所

な
ど
が
あ
る
市
町
村
へ
、
公
共
施

設
の
整
備
や
住
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
の
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ

事業総額　7,076万円　　交付総額　6,659万円

地
域 事業名 事業費

（交付金充当額）

萩
原

市道上村桜谷公園線側溝整備工事 1,033 万円
（1,007 万円）

益田橋高欄塗装工事 434 万円
（390万円）

小
坂市道落合３号線側溝修繕工事 329 万円

（260万円）

下
呂

市道少ケ野２号線側溝修繕工事 1,321 万円
（1,202 万円）

鞍壺排水路整備工事 3,203 万円
（3,100 万円）

金
山境橋塗装工事 756万円

（700万円）
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市
内
中
学
生
34
人
を
海
外
へ
派
遣

米
国
ケ
チ
カ
ン
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
、
カ
ナ
ダ
・
ボ
ン
ア
コ
ー
ド
へ

平
成
21
年
度

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
報
告

ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
を
受
け
て
、
平
成

21
年
度
に
実
施
し
た
事
業
名
と
事

業
費
（
千
円
以
下
を
四
捨
五
入
・

カ
ッ
コ
内
は
交
付
金
充
当
額
）
を

ご
紹
介
し
ま
す
＝
左
表
。

�

【
総
務
部
・
財
政
課
】

ケチカン派遣団

ペンサコーラ派遣団

ボンアコード派遣団

　

市
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
の
派
遣
団
員
計
34
人

が
決
定
し
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
提

携
を
結
ぶ
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ

カ
ン
市
と
同
フ
ロ
リ
ダ
州
ペ
ン
サ

コ
ー
ラ
市
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
・
ア

ル
バ
ー
タ
州
ボ
ン
ア
コ
ー
ド
町
へ

市
内
中
学
生
を
派
遣
し
、
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
海
外
で
の
見
聞

を
広
め
て
も
ら
い
、
国
際
感
覚
な

ど
を
養
わ
せ
ま
す
。

　

派
遣
さ
れ
る
中
学
生
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

　

第
23
回
ケ
チ
カ
ン
派
遣　

　
　
　
　

４
月
27
日
～
５
月
６
日

下
呂
中
▽
田
口
兵
太　

金
山
中
▽
千
田
侑
紀
、
池
戸
成
美
、

細
江
利
菜
、
髙
村
紗
矢
、
清
水
進
矢

�

（
６
人
）

　

第
17
回
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
派
遣　

�
４
月
27
日
～
５
月
６
日

下
呂
中
▽
伊
藤
あ
お
い
、
今
井
裕

規
、加
納
涼
、中
川
涼
太
、中
島
遥
希
、

松
田
華
穂
、
松
田
有
香
、
吉
田
伊
吹

萩
原
南
中
▽
今
井
果
歩
、
勝
野
ひ

か
り
、
熊
﨑
靖
子　

萩
原
北
中
▽
島
尻
朋
花
、
舩
坂
恵
里

竹
原
中
▽
北
野
真
友
香
、
安
江
香
保

馬
瀬
中
▽
熊
崎
将
太
郎�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
人
）

　

第
５
回
ボ
ン
ア
コ
ー
ド
派
遣

�

４
月
22
日
～
30
日

小
坂
中
▽
梅
田
真
由
、
江
嵜
芙
、

大
江
利
華
子
、
奥
田
華
奈
、
小
鳥

翔
平
、
苅
谷
健
太
、
小
林
史
岳
、

田
添
里
佳
、
林
優
花
、
福
永
篤
史
、

宮
前
り
か
、
森
敏
樹�

（
12
人
）

�

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】



■
指
定
管
理
の
３
施
設
を
更
新

　

３
月
末
で
管
理
期
間
の
終
了
が

迫
っ
た
３
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
更
新
し
ま
し
た
。

［
更
新
］▽
巌
立
峡
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
・

飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
、管
理
者
・

小
坂
町
商
工
会
▽
濁
河
温
泉
市
営
露

天
風
呂
、管
理
者・有
限
会
社
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
タ
ナ
カ（
い
ず
れ
も
期
間

は
、平
成
22
年
４
月
～
23
年
３
月
ま
で
）��������

　
　
　
　
　
　

��【
総
務
部
・
管
財
課
】

■
後
期
基
本
計
画
の
答
申
を
受
け

　

計
画
を
策
定

　

第
一
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
諮

問
を
受
け
た
総
合
計
画
審
議
会
（
清

水
浩
典
会
長
）
は
、
２
月
19
日
に
答

申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

答
申
書
で
は
、
各
分
野
を
こ
え
た

連
携
を
図
り
事
業
効
果
を
高
め
て
ほ

し
い
な
ど
、
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
答
申
を
受
け
て
、
３
月
ま
で

に
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

����
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

　

策
定
し
ま
し
た

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委

員
会
（
清
水
宏
晏
委
員
長
）
が
２
月

25
日
、
市
長
へ
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
報
告

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
河
川
や

森
林
な
ど
市
に
豊
富
に

あ
る
資
源
や
、
観
光
地

と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
、「
観

光
地
の
魅
力
づ
く
り
」「
農
林
業
振
興
」

「
普
及
・
啓
発
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

沿
っ
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。��

　
　
　

����

【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

■
消
防
団
員
の
表
彰

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
・
下
呂
▽
今
井
彰
良　

小
坂

▽
大
森
章
弘　

功
績
章
・
本
部
▽
星

谷
朝
彦
、野
村
重
隆　

萩
原
▽
眞
田
勝

　

金
山
▽
竹
腰
修
、
石
神
拓
実　

精

績
章
・
小
坂
▽
森
哲
士　

馬
瀬
▽
中

川
範
彦　
（
２
月
10
日
付
）
※
敬
称
略���������

　
　
　
　
【
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

■
少
ヶ
野
愛
宕
団
地
が
完
成

　

総
事
業
費
約
２
億
８
千
６
百
万
円

を
か
け
建
設
し
て
い
ま
し
た
少
ヶ
野

愛
宕
団
地
が
、
３
月
に
完
成
し
、
５

月
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

����

【
建
設
部
・
建
設
課
】

■
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
設
立

　

２
月
18
日
、
市
と
農
林
水
産
業
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立
。
農

産
物
等
へ
の
被
害
防
止
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
が
進
め
ら
れ
ま
す
。�　

������
�������������������

【
農
林
部
・
農
務
課
】

■
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
の
森
一
樹
さ
ん

（
金
山
町
菅
田
桐
洞
）
が
退
任
さ
れ
、

河
尻
明
子
さ
ん
（
金
山
町
岩
瀬
）
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

��������

【
教
育
委
員
会
・
教
育
総
務
課
】

■
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
か
ら
学
生
来
市

　

姉
妹
都
市
の
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
ペ

ン
サ
コ
ー
ラ
市
か
ら
、西
フ
ロ
リ
ダ
大

生
マ
ッ
ト
・
ハ
ー
レ
イ
さ
ん
が
来
市

し
ま
し
た
。
３
月
９
日
に
市
役
所
を

訪
れ
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
長
か
ら
の

手
紙
を
野
村
市
長
に
手
渡
し
、
両
市

の
さ
ら
な
る
親
交
を
確
認
し
ま
し
た
。

���������

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

■
ぎ
ふ
清
流
国
体

　

下
呂
市
実
行
委
員
会
設
立

　

平
成
24
年
秋
の
「
第
67
回
ぎ
ふ
清

流
国
体
」
の
開
催
に
向
け
、
下
呂
市

実
行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

��������

【
教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ
課
】

■
保
育
園
の
閉
園
と
統
合

　

３
月
31
日
で
萩
原
中
保
育
園
が
閉

園
し
、
湯
屋
保
育
園
は
、
４
月
１
日

か
ら
小
坂
保
育
園
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

���

【
教
育
委
員
会
・
子
育
て
支
援
課
】

■
市
職
員
の
異
動

異
動
（
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
）

消
防
本
部
通
信
指
令
課
▽
桂
川
一
彦

（
南
消
防
署
）、南
消
防
署
▽
中
島
哲
生

（
消
防
本
部
通
信
指
令
課
）３
月
１
日

付������　
　
　

��

【
総
務
部
・
人
事
課
】
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（敬称略）

※学年はいずれも大会出場時のものです。

財
産
区
が
認
可
地
縁
団
体
へ

　

下
呂
地
域
の
竹
原
・
上

原
・
中
原
財
産
区
と
金
山

地
域
の
金
山
・
下
原
・
東
財
産
区

が
、
そ
れ
ぞ
れ
認
可
地
縁
団
体
を

設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
２
月
23

日
、
各
地
域
に
お
い
て
、
財
産
区

の
財
産
を
譲
与
す
る
契
約
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
＝
下

呂
地
区
調
印
式
）

　

こ
れ
ま
で
財
産
区
は
、
特
別
地

方
公
共
団
体
と
し
て
地
域
に
よ
る

主
体
的
な
管
理
を
行
う
一
方
で
、

行
政
組
織
と
し
て
の
運
用
が
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
産
区
の
財
産
は
、

本
来
、
地
域
が
所
有
す
る
財
産
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
財
産
の
運
営
管

理
実
態
と
所
有
権
の
一
致
を
図

り
、
よ
り
適
切
な
財
産
管
理
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
地

域
住
民
で
新
た
に
組
織
す
る
認
可

地
縁
団
体
へ
移
管
し
、
適
切
な
財

産
の
管
理
運
営
を
図
っ
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
６
財
産
区
特
別
会

計
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

各
財
産
区
の
財
産
を
譲
与第41回全国高等学校バレーボール選抜優勝大会

� （3/20～26・東京都）

　出場　　県岐阜商高・小池政貴　（１年・森）
　出場　　近江高・日下部梨紗　（１年・御厩野）



全国初！

　

影
絵
昔
話
館「
し
ら
さ
ぎ
座
」

で
は
、
下
呂
の
魅
力
を
高
め
、

全
国
に
発
信
し
よ
う
と
市
内
に

伝
わ
る
伝
説
・
昔
話
を
新
感
覚

の
影
絵
劇
に
仕
立
て
上
演
し
て

い
ま
す
。

　

下
呂
温
泉
合
掌
村
で
し
か
見

ら
れ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
、
し
ら
さ
ぎ
座
の
ス
テ
ー
ジ

全
面
を
使
っ
た
三
面
の
ス
ク

リ
ー
ン
を
通
し
て
、「
劇
団
か

か
し
座
」︵
横
浜
市
︶
の
劇
団

員
が
生
き
生
き
と
影
絵
劇
を
演

じ
ま
す
。
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン
と

柔
ら
か
な
色
調
が
幻
想
的
な
世

界
を
創
り
出
し
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
影
絵
劇
場

で
す
。

　

公
演
は
１
日
２
回
。
一
羽
の

白
鷺
が
温
泉
の
あ
り
か
を
教
え

た
と
い
う
「
し
ら
さ
ぎ
伝
説
」

を
柱
に
、
６
月
13
日
ま
で
は
、

孝
行
息
子
が
母
の
た
め
に
琵
琶

湖
へ
水
を
く
み
に
旅
に
出
る
、

新
作
「
孝
子
个
池
伝
説
」
を
、

７
月
17
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

は
、
萩
原
町
上
呂
の
「
お
美
津

稲
荷
」
に
伝
わ
る
伝
説
「
お
美

津
ギ
ツ
ネ
」
の
上
演
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
小
坂
に
伝
わ

る
「
力
持
ち
小
太
郎
」
も
上
演

し
て
お
り
、
現
在
４
作
品
が
完

成
し
て
い
ま
す
。

　

下
呂
温
泉
合
掌
村
で
は
、
今

後
も
市
内
の
伝
説
や
昔
話
を
下

呂
温
泉
の
温
泉
だ
け
で
な
い
魅

力
を
発
信
す
る
た
め
、
影
絵
劇

と
し
て
制
作
す
る
計
画
で
す
。

　平成 20年７月に開館した下呂温泉合掌村の影絵昔話館「し
らさぎ座」は、全国初の常設の影絵劇場です。今月は開館以来、
人気を博している「しらさぎ座」の影絵劇をご紹介します。

岐阜城や伊吹山、中山道の宿場などが登場する新作「孝子ヶ池伝説」の一場面

しらさぎ伝説     　 お美津ギツネ　     力持ち小太郎　　　　      孝子ヶ池伝説
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影
絵
劇
で
伝
え
る

  
ふ
る
さ
と
の
物
語

下呂温泉合掌村
影絵昔話館「しらさぎ座」を見学

下
呂
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影絵昔話館「しらさぎ座」
■公演時間：10:30 ～ / 14:00 ～　■休演日：毎週水曜日
■１日２回公演、１回２作品の公演、約 45 分程度
■観劇料：入場料と別に大人・小人とも１人 300 円
■☎ 25-2239　■ http://www.city.gero.lg.jp/kankou

幕間には手影絵を使った懐かしい影絵が披露され好評。
写真上 :キツネ　写真下:ウサギとキツネ（舞台裏から）

　

日
本
最
初
の
影
絵
専
門
劇
団
と

し
て
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
誇

る
「
劇
団
か
か
し
座
」。
そ
の
劇

団
員
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
男
女

４
人
の
メ
ン
バ
ー
が
公
演
を
行
い

ま
す
。
影
絵
の
操
作
や
声
の
演

技
、
役
者
と
し
て
の
出
演
は
も
ち

ろ
ん
、
音
や
照
明
の
操
作
、
開
演

前
の
呼
び
込
み
や
観
客
の
案
内
な

ど
、
公
演
に
か
か
わ
る
一
切
を
４

人
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

観
劇
し
た
人
か
ら
は
、「
童
心

に
戻
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
」「
影
絵
劇
の
地
を

訪
れ
て
み
た
く
な
っ
た
」「
歴
史

や
昔
話
を
影
絵
劇
で
見
て
感
動
し

た
」「
団
員
の
熱
演
・
映
像
の
美

し
さ
が
素
晴
ら
し
い
」　
「
影
絵
の

イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
い
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

劇
団
か
か
し
座
の
後
藤
圭
代
表

は
「
影
絵
は
人
間
が
一
番
初
め
か

ら
や
っ
て
い
る
映
像
遊
び
。
誰
が

見
て
も
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
心
が

落
ち
着
き
ま
す
。
映
像
的
に
不
完

全
な
と
こ
ろ
、
影
が
映
る
と
何
だ

ろ
う
と
無
意
識
の
う
ち
に
創
造
を

駆
り
立
て
る
。
そ
れ
が
影
絵
劇
の

楽
し
さ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

地
域
と
密
着
し
て
作
品
を
創

り
、
常
設
劇
場
で
毎
日
公
演
す
る

の
は
全
国
初
。
ぜ
ひ
一
度
ご
観
劇

く
だ
さ
い
。

しらさぎ伝説     　 お美津ギツネ　     力持ち小太郎　　　　      孝子ヶ池伝説萩
原

下
呂

ど
こ
か
懐
か
し
く
、

心
が
落
ち
着
く
、
影
絵
劇

小
坂



く

れこれ
あ
報情
のしら《

一
般
住
宅
》

○
幸
田
住
宅
１
０
２
号

幸
田
１
１
２
６
‐
１
７
▽
耐
火
構

造
３
階
建
（
昭
和
63
年
度
建
設
）、

２
Ｋ
、
１
８
８
０
０
円
（
定
額
）

▽
所
得
要
件
な
し

《
公
営
住
宅
》

○
花
池
団
地
Ｂ
‐
２
０
１
号

萩
原
町
花
池
３
８
‐
１
４
▽
木
造

２
階
建
（
平
成
20
年
度
建
設
）、

３
Ｄ
Ｋ
、
２
９
２
０
０
円
〜

５
７
３
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
お
よ
び
水
道
料

金
な
ど
公
共
料
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

公
営
住
宅
は
所
得
に
つ
い
て
の
資

格
審
査
あ
り
。

申
込
期
限　

４
月
26
日

市
営
住
宅
の
入
居
者

建
設
部
建
設
課

　

萩
原  

内
線
92
‐
２
１
４

募　集

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
ほ
か

に
も
継
続
募
集
中
の
住
宅
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

市
の
広
報
活
動
や
広
報
紙
等
に

対
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力

い
た
だ
く
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
市
内
在

住
の
方

申
込　

４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に

秘
書
広
報
課
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

任
期　

６
月
か
ら
１
年
間

　

栄
養
教
室
は
概
ね
65
歳
以
下
の

方
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
健
康
情
報
を
得
た
り
、

食
生
活
改
善
に
関
す
る
知
識
を
深

め
る
場
で
す
。

内
容　

学
習
会
、
体
操
、
調
理
実

習
な
ど

定
員　

先
着
20
人

申
込
期
限　

４
月
20
日
（
火
）

開
催
日
時　

５
月
か
ら
毎
月
１
回

（
８
月
を
除
く
）
計
10
回
開
催

９
時
30
分
〜
13
時
（
予
定
）

会
場　

星
雲
会
館
お
よ
び
萩
原
保

健
セ
ン
タ
ー
（
託
児
あ
り
）

参
加
料　

年
間
２
０
０
０
円

※
５
月
19
日
は
13
時
30
分
か
ら
星

雲
会
館
で
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

※
７
回
以
上
受
講
者
は
食
生
活
改

善
推
進
員
協
議
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
へ
の
加
入
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。

平
成
22
年
度

　
　

広
報
モ
ニ
タ
ー

企
画
部
秘
書
広
報
課

　

下
呂  

内
線
91
‐
２
６
１

募　集

栄
養
教
室
で

　
　

学
び
ま
せ
ん
か

健
康
福
祉
部
健
康
課

 　

   

52
‐
３
９
３
６（
直
通
）

募　集

職
務　

特
定
外
来
生
物
（
植
物
）

の
防
除
（
分
布
確
認
、
マ
ッ
プ
作

成
、
除
去
、
搬
送
処
理
）

勤
務
場
所　

環
境
課
内
お
よ
び
市

内
の
野
外
（
河
川
山
林
含
む
）

募
集
人
員　

６
人

資
格　

普
通
運
転
免
許

申
込
期
限　

４
月
14
日
（
火
）

雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
11
月
30
日

勤
務　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
・

週
５
日 日

日
雇
用
職
員

（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

総
務
部
人
事
課

　

下
呂  

内
線
91
‐
２
２
２

募　集

8,000 円から

  2,000円 に
　市が「管理上、メーター器を取り外す必要がない」と認めたアパー
ト等で水道を休止された場合、再使用時の開栓手数料が 4月から
2,000 円になりました。なお、個人で所有される１戸建て住宅（空
家）については、水道料金課へ直接ご相談ください。

　部屋の入退去に伴う水道の
異動について、お早めにご連
絡いただきますようお願いし
ます。

上下水道部水道料金課
☎ 24-2222（内線 286）

賃貸住宅等を経営されている方へ

専用住宅への設置補助限度額

一般区域
（馬瀬地域以外）

豪雪地域指定区域
（馬瀬地域）

５人槽 519,000 円 540,000 円

７人槽 747,000 円 774,000 円

10 人槽 1,132,000 円 1,195,000 円

※中大型浄化槽や高度処理型浄化槽、事業所等
　への設置の場合は補助限度額が異なります。
※単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合も
　補助対象です。
※別荘や維持管理責任が明らかでない建物など
　は補助対象外です。

上下水道部水道料金課　☎ 24-2222（内線 283）
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身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
方
で
、
基
準
に
該
当
す
る
方

に
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。
新
規
で
減
免
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　

４
月
23
日
（
金
）

軽
自
動
車
税
の
減
免

市
民
部
税
務
課

　

下
呂  

内
線
91
‐
１
３
６

お知らせ

　農業振興地域（農振）の農用地区域に設定されている農地は、農業の発展に必要な措置が集中的に行われて
おり、いろいろな制約があります。たとえ自分の土地でも農地を他の目的に転用する場合には、所定の手続き
が必要で、まずはじめに農用地区域から除外（農振除外）しなければなりません。許可なく転用すると法によ
り罰せられます。

手続きの例：農地を宅地に転用する場合

①農振除外申請
　　↓
②市役所受付
　　↓
③農振協議会協議
　　↓
④県の現地調査
　　↓
⑤認可通知

⑥農地転用申請
　　↓
⑦農業委員会協議
　　↓
⑧県協議・許可

⑨宅地造成
　　↓
⑩登記申請
　　↓
⑪登記完了

登　
　

記

農
振
除
外

農
地
転
用

申請締切から認可までに
約12カ月かかります

●農振除外申請締切
　５月 31 日（月）[ 期限厳守 ]
●問合せ・申請書提出先
　農林部農務課
　（☎ 52-2000   内線 413）
　または各振興事務所

農
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

◆
農
地
を
借
り
ら
れ
る
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

農
業
者
以
外
の
個
人
や
、
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
も
農
地
を
借
り
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
農
地
を
適
正
に
利
用
し
な
い
と
貸
借
を
解
除

さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
入
っ
た
契
約
を
結
ぶ
な
ど
一
定
の
条
件
が
必
要
で
す
。

　

下
呂
市
の
農
地
取
得
に
関
す
る
下
限
面
積
が
20
ア
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

◆
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
農
業
委
員
会
へ
届
出
を

　

相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
人
は
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

農
務
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
の
窓
口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申請締切から認可までに
約2カ月かかります

　

４
月
１
日
か
ら
公
図（
字
絵
図
）

の
写
し
お
よ
び
航
空
写
真
（
平
成

21
年
10
月
撮
影
）
の
写
し
の
交
付

手
数
料
が
１
部
３
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

　

交
付
す
る
写
し
の
大
き
さ
は
Ａ

３
用
紙
の
み
で
、
税
務
課
お
よ
び

各
振
興
事
務
所
で
市
全
域
の
公
図

お
よ
び
航
空
写
真
の
写
し
の
交
付

が
で
き
ま
す
。

公
図（
字
絵
図
）の
写
し

　
　
　
　

手
数
料
改
定

市
民
部
税
務
課

　

下
呂  

内
線
91
‐
１
３
５

お知らせ

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
　
　
　

市
民
部
税
務
課

　

下
呂  

内
線
91
‐
１
３
５

お知らせ
　

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
自
分

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か

ど
う
か
を
、
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳

簿
に
記
載
さ
れ
た
他
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月
31

日
（
土
日
祝
祭
日
は
除
く
）

時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

縦
覧
場
所　

下
呂
庁
舎
市
民
部
税

務
課
（
全
市
分
）
▽
各
振
興
事
務

所
窓
口
（
各
地
域
分
の
み
）

対
象　

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税

（
土
地
お
よ
び
家
屋
）
の
納
税
者
・

代
理
人

（
注
）
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
で
き
る
も
の
、
ま
た
代
理
の
方

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
手
数
料

等
は
不
要
で
す
。

市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎
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今月の市税
軽自動車税

…４月分
国民健康保険税

…４月分
納期限

４月30日

　

市
で
は
家
庭
に
お
け
る
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
太
陽
光
・
熱
を
利
用
し
た
住

宅
用
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

設
置
工
事
着
工
15
日
前
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
・

熱
利
用
シ
ス

テ
ム
設
置
費
用
補
助

環
境
部
環
境
課

 　

   

26
‐
５
０
１
１（
直
通
）

お知らせ

◎
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
対
象　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム

補
助
額　

太
陽
電
池
最
大
出
力
数

１
ｋ
ｗ
あ
た
り
３
万
円
（
上
限

12
万
円
）。

◎
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

補
助
対
象　

集
熱
お
よ
び
貯
湯
機

能
を
有
す
る
住
宅
用
太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム

※
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
等
は
対
象
外

補
助
額　

設
置
費
用
の
３
分
の
１

（
上
限
５
万
円
）

〔
太
陽
光
・
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
設

置
費
用
補
助
の
交
付
条
件
〕　

　

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
に

設
置
す
る
方
ま
た
は
シ
ス
テ
ム
付

き
住
宅
を
購
入
す
る
方
。
市
内
に

住
所
を
有
し
、
市
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
。

※
事
業
所
へ
の
設
置
は
対
象
外

　

４
月
中
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
、

が
ん
検
診
等
の
調
査
票
と
と
も
に

に
「
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診
受
診

希
望
調
査
票
」
を
郵
送
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
調
査
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
が
ん
検

診
等
の
調
査
票
の
返
信
用
封
筒
に

同
封
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、

後
日
「
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診
受

診
券
」
を
郵
送
し
ま
す
。
６
〜
７

月
に
各
地
域
で
実
施
す
る
集
団
健

診
ま
た
は
６
〜
11
月
に
市
内
の
医

療
機
関
で
実
施
す
る
個
別
健
診
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
方
法
の
詳
細
は
受
診
券
と
と

も
に
送
付
さ
れ
る
「
健
康
診
査
の
お

知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診

　
　
　

受
診
希
望
調
査

市
民
部
市
民
課

　

下
呂  

内
線
91
‐
１
２
３

お知らせ

　

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
保

護
者
の
方
に
児
童
福
祉
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

平
成
22
年
４
月
に
小
学

校
、
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生

徒
と
生
計
を
共
に
し
て
い
る
市
内

に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
の
方

支
給
額　

３
５
０
０
０
円

申
請
期
限　

４
月
16
日
（
金
）

申
請
方
法　

印
鑑
、
通
帳
を
持
参

の
上
、
窓
口
で
申
請
書
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口　

各
地
域
福
祉
係

児
童
福
祉
給
付
金

健
康
福
祉
部
福
祉
課

 　

   

52
‐
３
９
３
６（
直
通
）

お知らせ
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下呂市ホームページ　http://www.city.gero.lg.jp/

　市消防本部では、消防通信指令システムを更新しました。最新のシステムでは、携帯電話やＩＰ電話、
ＮＴＴ加入電話からの 119 番通報時に通報者の位置情報を把握できるため、消防車や救急車が迅速、的確
に出動でき、救命率の向上や災害被害の軽減につながることが期待されます。
　またＦＡＸによる緊急通報の受付が出来るようになりました（電話と同様に 119 番で送信できます）。
ＦＡＸの様式は市ホームページにあります。

〔携帯電話からの通報時〕
・受信基地所在地等から算出された位置情報
または GPS 測位情報
〔IP 電話・NTT 加入電話からの通報時〕
・契約者情報（住所、氏名）
※ 184 が付加された発信者番号非通知の場合は
位置情報が通知されません。（人命等にかかわる
場合は情報を取得することがあります）

119 番通報時に
　消防本部に通知される位置情報

消防本部　☎ 25-5119



※一般団体等が広く参加を呼びかけるイベント、催し等も掲載できます。掲載依頼は発行月２カ月前の月末までにお願いします。

資源回収の日程（４月）
○金山スポーツ少年団　4/11（小雨決行）
　〔回収品目〕
　  新聞、雑誌、段ボール、ビール瓶、一升瓶、衣類

○小坂中学校ＰＴＡ　4/18（予備日 4/25）
　〔回収品目〕
      新聞紙、チラシ、古本、雑誌、段ボール、牛乳パック、
      一升瓶、ビール瓶、ジュース瓶、アルミ缶

通行規制区間の指定解除

小坂町大島地内の主要地方道下呂小坂線の一部区間
（Ｌ＝ 0.2 ｋｍ）は連続雨量 80 ｍｍ、時間雨量 30 ｍｍ
でバリケード設置による通行規制を実施していました
が、防災工事が完了したため 3/31 から通行規制区間
の指定を解除しました。

〔解除区間〕小坂町大島字横保木～小坂町大島字川サビ

　下呂土木事務所　☎ 52-3111

金 子 工 業 ㈱ 9:00 ～ 12:00
 13:00 ～ 16:004/21

4/22 9:00 ～ 11:30
市役所下呂庁舎  13:00 ～ 16:30

4/23 Ｋ Ｙ Ｂ 金 山 ㈱ 9:00 ～ 12:00
金山振興事務所  13:30 ～ 16:00

　

４
月
１
日
か
ら
萩
原
町
中
呂
の

禅
昌
寺
歴
史
資
料
館
を
臨
時
休
館

し
ま
す
。
重
要
文
化
財
の
保
護
と

公
開
を
考
慮
し
た
企
画
事
業
の
強

化
計
画
に
基
づ
く
考
古
資
料
の
移

管
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

萩
原
地
域
の
文
化
財
展
示
会
な

ど
の
企
画
事
業
は
星
雲
会
館
ロ

ビ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

禅
昌
寺
歴
史
資
料
館

　

４
月
か
ら
臨
時
休
館

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　

52
‐
２
９
０
０（
直
通
）

お知らせ

　

市
で
は
、
災
害
に
強
い
森
林
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
県
が
策
定

し
た
新
た
な
森
林
整
備
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
下
呂
市
森
林
整
備
計

画
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
伐
採
に
つ
い
て
は
手
続
き

の
一
部
を
変
更
し
、
伐
採
届
や
図

面
の
添
付
等
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

施
業
が
整
備
計
画
に
適
合
し
な

い
場
合
に
は
、
施
業
の
勧
告
、
罰

則
等
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
林
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
整
備
計
画
の

　
　
　

改
定
に
つ
い
て

農
林
部
林
務
課

　

萩
原  

内
線
92
‐
４
２
５

お知らせ

‘いやしの里 竹原’ 農村ウォーク

南ひだ健康道場  定休日の変更

萩原町四美の南ひだ健康道場は、従来の火曜日に加え
て水曜日も定休日となります。営業日の施設利用は従
来どおりできます。またキャンプ縄文は金・土・祝前日・
夏休み期間のみの営業となります。

詳しくはホームページをご覧ください。
（http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/doujyou/）

　南ひだ健康道場　☎ 55-0010

　

４
月
か
ら
星
雲
会
館
、
下
呂
市

民
会
館
、
金
山
市
民
会
館
お
よ
び

各
地
区
公
民
館
の
利
用
時
間
が
22

時
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
金
山
市
民
会
館
の
定
休
日

が
毎
月
第
２
月
曜
日
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
会
館
・
公
民
館

　
　

利
用
時
間
を
延
長

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　

52
‐
２
９
０
０（
直
通
）

お知らせ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
６（
火
）  

〜  

15（
木
）

        

10
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

岐阜県警察官募集
〔対象〕昭和 54 年 4月 2日以降に生まれた方で大学を
卒業または卒業見込みの方
〔受付期間〕4/2（金） ～  4/19（月）
〔一次試験日〕5/9（日）　岐阜市
〔試験区分〕ＡⅠ（男性・H22.10/1 採用）・ＡⅡ（男性・
H23.4/1 採用）・Ａ（女性・H23.4/1 採用）

　下呂警察署　☎ 52-0110

4/

４/18
（日）

春の風をいっぱいに浴びながら、すいせんの花園を
巡ります。参加希望の方は、4月 12 日（月）までに
電話でお申し込み下さい。（先着 50 人）

〔日　時〕　４月 18日（日）　10時～
〔場　所〕　下呂市竹原地内（集合：乗政グラウンド）
〔参加費〕　無料
※弁当（地元手作り）が必要な方は、予約時に申し　
　込み下さい。（別途 1000 円必要です）

申込先　下呂農林事務所  農地整備課
　　　　　　　　　　　  ☎ 52-3111（内線 211）

市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎
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◆きままな娘わがままな母 藤堂志津子
◆世界は俺が回してる なかにし礼
◆まねき通り十二景 山本一力
◆ＴＲＩＰ　ＴＲＩＰ 金原ひとみ
◆夢ほりびと 五木寛之
◆咲くやこの花 青木邦子
◆神の器　上･下 申翰均
◆ブラック・ローズ　 新堂冬樹
◆花世の立春 平岩弓枝
◆暁の群像　上･下 南條範夫
◆さよならドビュッシー 中山七里
◆ Invitation 江國香織

◆私の家では何も起こらない 恩田陸
◆秋期限定栗きんとん事件  上・下 米澤穂信
◆トギオ　 太朗想史郎
◆カッコウの卵は誰のもの   東野圭吾
◆数えずの井戸 京極夏彦
◆陰陽師　天鼓ノ巻 夢枕獏
◆夕暴雨 今野敏
◆くらべない生き方 大平光代
◆罪火 大門剛明
◆働く女のお金のルール 中島牧子
◆雑穀ごはんに合うおかず 検見崎聡美
◆実見江戸の暮らし 石川英輔

新●着●図●書

問合先）　はぎわら図書館 ☎52-4800　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3366　馬瀬図書室 ☎47-2111

4

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

10日（土）10:30 ～ 金 山 図 書 館

  　　　　 14:30 ～ はぎわら図書館

24日（土）14:00 ～ 下呂中央児童館

はぎわら　春を愛でる
　下呂　　司馬遼太郎を読む
   金山　　子育て・親育ての本

4

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます

下呂市図書館メールマガジン
登録受付中！

下呂市図書館の新着情報や催し物の
案内などをメールマガジンで配信し
ています。配信を希望される方は下
呂市図書館ホームページから登録を
お願いします。
※携帯電話からの登録はできませんので
　ご了承ください。

◆開館日時
はぎわら図書館

　火曜日～日曜日
　９時30分 ～ 18時下 呂 図 書 館

金 山 図 書 館
小 坂 図 書 室 　月曜日～金曜日

　９時 ～ 17時馬 瀬 図 書 室

◆休館日
はぎわら図書館 月曜日・第3日曜日（金

山は除く）・毎月最終金曜
日・年末年始・特別整理
休館日

下 呂 図 書 館
金 山 図 書 館
小 坂 図 書 室 　月曜日～金曜日

　９時 ～ 17時馬 瀬 図 書 室

金山図書館 ☎32-2449 小坂図書室 ☎62-3366 馬瀬図書室 ☎47-2111

◆図書館の蔵書点検を行いました
　２月 16 日から 19 日まで臨時休館し、蔵書
点検を行いました。点検の結果、所在不明の資
料が30冊（一般書28冊、児童書1冊、雑誌1冊）
ありました。もし返却されていない本などがあ
る場合は、窓口カウンターまたは返却ポストへ
すぐにお返しください。
※市の図書館全体の資料数は 72,627 点です。

◆図書館で新聞各紙をご覧いただけます
図書館では新聞各紙を1年間保存していますの
で、ぜひご利用ください。
○はぎわら図書館（朝日・岐阜・中日）
○下呂図書館（岐阜・日経・日本経済産業・読売）
○金山図書館（岐阜・中日）

◆県図書館の資料も借りられます
県図書館から毎週定期便があり、市図書館にな
い本でも簡単にお取り寄せできます。

2010. 4 GERO 16 



チャンネル下呂
４月の番組表

チャンネル下呂
４月の番組表

時 分 番組名

7
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へGO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな（先週分）

30 岐阜県情報

9
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな（先週分）

30 岐阜県情報

13
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へGO! 

14 0    松原・みずのの歌が一番！

15
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 もっと！週刊まめなかな（先週分）

30 岐阜県情報

17
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組

18 0 サイエンスチャンネル

19
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな（先週分）

30 岐阜県情報 

21
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組

22 0 サイエンスチャンネル

23
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎

HV

HV

HV

チャンネル下呂の番号
  ◆アナログ放送
　金 山 地 域…６
　その他地域…２  
  ◆地上デジタル放送
　市内全地域…12

HV　はハイビジョン放送です

HV

お問い合わせ内容 問合先

 テレビ・インターネットの
 ・加入申し込みに関すること
 ・契約内容に関すること
 ・サービス内容に関すること

下呂ネットサービス
☎25-3336（24時間対応）
窓口受付：平日9時～17時
コールセンター受付：上記以外

 多チャンネルサービスの
 ・加入申し込みに関すること
 ・契約内容に関すること
 ・サービス内容に関すること

ＣＣＮ ㈱
☎0120-344-893
　（9時～18時）
※年末年始は除く

NEW!

　「チャンネル下呂」では、みなさんにより親しんでいただく番組
づくりを目指して、４月から番組表を改編しました。
　地元情報満載の「チャンネル下呂」をこれからもよろしくお願
いします。

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで市内の話題
が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間おきに１
日９回放送します。
　 〈今月のコーナー〉
　　・こんにちは！市役所です
　　　4/1 ～ 4/6（教育総務課）
　　　4/7 ～ 4/20（財政課）

●もっと！週刊まめなかな（先週分の再放送）
　毎週市内の身近な話題をお届けしている「週刊まめなかな」。「先
週分を見忘れた」「もっと見たかった」というご要望にお応えし、
４月から「もっと！週刊まめなかな」と題して前回更新分（先週
分の再放送）を１日４回お届けします。

〔放送時間〕①８：00～　②12：00～　③16：00～　③20：00～

※「もっと！週刊まめなかな」内でチャンネル下呂の番組表「チャ
ンネル下呂インフォメーション」を１日４回画面でご案内します。

 
★情報提供はこちらへ★
下呂ネットサービス  FAX   34-0701
ハガキ 金山振興事務所内 CCN（株）
 HP http://www.ccn-catv.co.jp/  
geroch/
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（3月10日撮影）

＊今月の表紙＊

Happy

Happy

Farm

Food

　下呂交流会館アクティブがオープンしました。ホールやアリーナ全体を使用する大きな催しは１年前か
ら、施設の一部を使用する催しや会議等の一般的な使用は６カ月前から予約することができます。またサー
クル活動等での定期的な使用は、期間ごとに区分を設けて受付を行います。

予約受付のご案内

施設の概要や使用料等の詳細は下呂交流会館
ホームページ（http://www.gero-k.jp/）をご覧
ください。

施設 使 用 区 分 使 用 例 申請受付期間

泉
ホ
ー
ル

ホールエリア全体の使用
（公演当日前後の日を含む） 公演・発表会・大会など １年前の月の初日から３週間前まで

ステージ上のみ、またはホワイエ
のみの使用

ミニコンサート・舞台練習・
展示など ６カ月前の月の初日から３週間前まで

その他の使用 楽屋のみの使用など ３週間前から前日まで

棚
田
テ
ラ
ス

ホールまたはアリーナでの公演、
大会等に伴う使用 公演、大会等の控室など １年前の月の初日から３週間前まで

その他の部分使用 ミニコンサート・講演会・講
習会・展示会・会議など

６カ月前の月の初日から３週間前まで
（事前打ち合わせの必要がない場合は当日可）

各部屋の定期的な使用 サークル活動・教室など 下表の各区分の２カ月前から

温ほ
っ
とア
リ
ー
ナ

アリーナ全体の使用 大型イベント・コンベンション・
スポーツ大会・大型展示会など １年前の月の初日から３週間前まで

アリーナの部分使用 スポーツ大会など ６カ月前の月の初日から

定期的な使用 リーグ戦・練習など 下表の各区分の２カ月前から

（※）

（※）

（※）

（※）

（※）

（※）使用日の１カ月前～３週間前での申込みは、舞台技術者の手配や事前打ち合わせ等ができる場合か、舞台技術者を必要と
　　しない場合のみ予約可。

区　分 使用月 申請受付
第１区分  ４月 ～  ７月 ２月１日まで
第２区分  ８月 ～ 11月 ６月１日まで
第３区分 12月 ～  ３月 10月１日まで

定期的な使用をする場合の申請区分

予約・問合先

下呂交流会館    ☎２５－５０００（※）受付期間を過ぎても空き状況によっては使用可能です。
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全国に477の支部をもつ日本空手道不動会。現在、
下呂地域と萩原地域の４歳から壮年まで50人が下
呂・加子母・萩原の各道場で修練を積んでいます。
稽古では鬼ごっこなど遊びの要素も取り入れて「楽
しく、厳しく、当り前のことができるように」をモッ
トーに活動しています。こうした日々の鍛錬が実り、
全国大会や県大会での上位入賞者も出ました。

問合先　畠山　勝　☎ 090-9121-3308

NPO法人 日本空手道 不動会

子どもたちが活躍する、市内
のスポーツ団体を紹介します。

このコーナーで紹介する、子どもたちが活躍するスポーツ団体を募集しています。掲載を希望される団体は、
市役所企画部秘書広報課までご連絡ください。　☎24-2222（内線261）　　　kouhou@city.gero.lg.jp

あくてぃぶ寄席

19：00 開場
19：30 開演18：30 開場

19：00 開演

下呂交流会館 泉ホール
「笑点」でおなじみ三遊亭小遊
三がやってきます。出演はほ
かに春雨や雷蔵、鏡味正二郎、
春雨や雷太。チケットは下呂
交流会館および各地域教育室
で好評発売中！

〔一般〕
2,500円 （当日 3,000円）
〔小中学生〕
1,500円 （当日 1,700円）

下呂交流会館 泉ホール

◇入場無料（要整理券）
※整理券は下呂交流会館の他、
星雲会館、各地域振興事務所、
あさぎり体育館、下呂体育館で
配布しています。
主催／下呂市体育協会
後援／下呂市・下呂市教育委員会

（開館：9時～22時／定休：毎週水曜日） ☎25-5000


